
○稲田議長 次に、錦織議員。

〔錦織議員質問席へ〕

○錦 織議 員 日 本共 産 党米子 市議 団の 錦織陽 子で す。お はよ うご

ざいます。

まず、政治と金、裏金問題についてです。

自 民党 派閥の 政治 資 金パー ティ ー裏 金事件 をめ ぐり、 国会 で集

中審 議が されて いま す 。今回 の裏 金事 件で問 われ ている のは 、自

民党 が組 織的に 政治 資 金規正 法に 抵触 する違 法行 為を行 って いた

とい う疑 惑です 。こ の 間の国 会論 戦を 通じ、 自民 党が裏 金を つく

り、 組織 的長期 にわ た って習 慣化 して いた、 慣習 化して いた とい

うこ とが 鮮明と なり ま した。 世論 の批 判を浴 びて 、岸田 首相 、安

倍派 ４名 の国会 議員 が 政治倫 理審 査会 に出席 した ものの 、自 民党

の調 査を なぞっ ただ け で、何 一つ 解明 されて いま せん。 今多 くの

国民 が政 治に失 望し 、 怒って いま す。 営利を 目的 とする 企業 や業

界団 体が 政党や 政治 家 に献金 をす るの は政治 買収 であり 、本 質的

には 賄賂 です。 国民 の 政治に 対す る不 信感を 取り 除くた めに は、

政治 をゆ がめる 政治 資 金パー ティ ーを 含む、 企業 団体献 金を きっ

ぱり禁止すべきと考えますが、市長の所見を求めます。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の問 題 、今ま さに 国会 のほう でい ろいろ と議 論が

なさ れて いるも のだ と いうふ うに 認識 をして おり ます。 その ため、

私の ほう からこ の問 題 につい て是 非を お示し する ことは 差し 控え

たいと存じます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 市 長も 政 治家で すの で、 きっぱ り禁 止を求 めて いっ



ていただきたいというふうに思います。

次 に、 ジェン ダー 平 等から 、米 子市 の働き 方に ついて 質問 いた

します。

２ ００ ４年の 第１ 次 から第 ３次 小泉 内閣で 大臣 を務め た竹 中平

蔵氏 は、 派遣労 働の 旗 振りを して きま したが 、非 正規労 働者 はこ

の２ ０年 で約 1.５ 倍 、 ６ ５ ０ 万 人 も 増 え 、 2,１ ０ １ 万 人 に な り ま

し た 。 低 賃 金 構 造 を 固 定化、 拡大 して きた結 果、 先進諸 国で 唯一

賃金 の上 がらな い国 と なりま した 。非 正規雇 用の ７割は 女性 であ

り、男女賃金格差の大きな要因となっています。

米 子市 職員で 非正 規 労働者 が増 えた のもこ の期 間で、 その 職種

は多 岐に わたり 、保 育 士など 、女 性が 正規職 員と して主 とし て働

いて きた 職種が 民間 委 託や非 正規 の対 象とな りま した。 ２０ ２０

年か ら導 入され てい る 会計年 度任 用職 員制度 、こ れは会 計年 度ご

との １年 契約を 原則 と する非 正規 公務 員です 。更 新は２ 回、 ３回

目は 公募 となり ます 。 米子市 の会 計年 度任用 職員 、月額 報酬 職の

市立 保育 園で週 ３５ 時 間労働 の保 育士 は３５ 名で 、うち 女性 は３

４名 です 。週３ ０時 間 の一般 事務 職は ３７８ 名で 、うち 女性 は２

７６ 名、 週２８ 時間 の 学校司 書３ ４名 のうち 、女 性は３ ３名 など、

月額 報酬 職５７ ２名 の 会計年 度任 用職 員のう ち、 女性は ４２ １人

です 。ま た、同 じく 、 会計年 度任 用職 員で、 日額 または 時給 の職

の者は１０３名のうち、女性は７２名で、それぞれ７ 3.６ ％、６ 9.

９ ％ と 非 正 規 の ７ 割 が 女 性 で す 。 市 長 は、米 子市 の会計 年度 任用

職員 の７ 割が女 性で あ る。こ の数 字を 見て、 どの ような 所見 を持

たれますか、答弁を求めます。

○稲田議長 下関総務部長。



○下 関総 務部長 市 の ほうの 会計 年度 任用職 員の ７割が 女性 であ

るこ とに ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、市 の会 計年度 任用 職員

の任 用に つきま して は 、性別 によ る差 を設け てい るもの でご ざい

ませ んが 、特に 保育 士 や保健 師、 学校 司書な どの 専門職 にお いて

は、 会計 年度任 用職 員 の試験 に応 募さ れる方 の多 くが女 性で ある

ため 、結 果とし てこ の ような 女性 割合 になっ てい るもの と認 識し

ております。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 結 果と し てこの よう な割 合にな った と、そ れを 聞い

て、 女性 の会計 年度 任 用職員 の方 、納 得され るん でしょ うか 。短

時間 勤務 の希望 者も お られる とは 思い ますが 、昨 年も会 計年 度任

用職 員の 待遇面 での 市 の扱い につ いて 相談を され た保育 士が 複数

おら れま した。 保育 士 不足は なぜ 起き るのか 、仕 事に見 合っ た処

遇で はな いため です 。 保育士 など の専 門職に 非正 規、会 計年 度任

用職 員を 持ち込 んだ 、 そうい う職 場に したこ とに 問題が ある んじ

ゃな いで しょう か。 そ れをた また まだ ったみ たい に、男 女の 差を

設け てい ないな どと い う答弁 は、 私は 開き直 りと しか言 いよ うが

ない と思 います 。日 本 では、 女性 が非 正規雇 用の ７割を 占め 、男

性よ り賃 金が低 いの は 性別役 割分 業を 前提と した 雇用慣 行に あり

ます 。家 計を支 える の は夫、 女性 は家 計の補 助で いい、 だか ら低

賃金 でよ い、い つ解 雇 しても よい とい う存在 に長 年固定 化さ れて

きま した 。女性 の活 躍 が言わ れて も、 コロナ 禍で 非正規 の女 性が

失業 や雇 い止め 、休 職 を余儀 なく され 、貧困 が進 み、生 理用 品も

買え ない 女性の 貧困 が クロー ズア ップ された のも 記憶に 新し いと

ころ です 。これ らは 、 非正規 とい う雇 用形態 を通 じた女 性差 別で



あり 、非 正規雇 用の 拡 大がジ ェン ダー 平等を 阻害 してき たと 考え

ますが、市長の所見を伺います。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 雇 用の 問 題につ きま して は、様 々な 課題が ある とい

うこ とを 私も認 識し て おりま すし 、ま た市職 員の 会計年 度任 用職

員の 処遇 につき まし て も、年 々改 善を 今して おり まして 、こ の問

題に 当た ってき てい る ところ でご ざい ますけ れど も、議 員御 指摘

のと おり 、全体 的な 非 正規の 雇用 の７ 割が女 性で ある、 これ は女

性差 別で あると いう 御 指摘だ と思 いま すけれ ども 、逆に 言う と、

３割 男性 がいる とい う のも、 これ は事 実でご ざい ます。 それ を考

える と、 これジ ェン ダ ーの問 題と いう よりも 、や はり雇 用環 境と

か雇 用制 度とか 、雇 用 規制も 含め てで すけど も、 様々な ルー ルと

か慣 行と か、そ うし た ところ にま だま だ日本 は課 題があ るの かな

とい うふ うに思 って お ります 。５ 対５ になる まで がジェ ンダ ー不

平等 だと いうこ とで あ れば、 そう かも しれま せん けど、 私は 決し

てそ うい うふう には 思 わない のは 、や はり３ 割男 性もい ると いう

とこ ろで ありま して 、 その３ 割の 男性 につき まし ても、 やは り本

市と して は、例 えば 就 職氷河 期時 代に 正職員 にな れなか った 方を

積極 的に 採用す る動 き も当初 やっ てお りまし たし 、そう した 形で、

様々 な形 で雇用 対策 を してき てい ると ころで ござ います ので 、こ

れは 決し て女性 だけ の 問題で はな いと いうふ うに 思って おり ます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 お っし ゃ るよう に、 非正 規とい うの は女性 だけ の雇

用形 態で はない って い うこと は分 かっ てるん です けれど も、 なぜ

女性 が多 いのか と、 女 性の割 合が 多い のか、 女性 は家計 の補 助、



非正 規で よいと いう こ の性別 役割 分担 、分業 とい う雇用 慣行 がこ

の市 役所 内でも 比較 的 女性の 多い 職場 中心に 非正 規が進 めら れて

きた。ここが私は問題だというふうに考えるわけです。

新 自由 主義の 下、 公 共の役 割と 責任 が縮小 、放 棄され 、業 務の

民間 委託 と公務 員の 大 幅削減 が進 めら れてき まし たが、 行政 のニ

ーズ が減 少され たわ け ではな く、 正規 公務員 を削 減する 代わ りに、

この 非正 規職員 の増 員 が行わ れて きま した。 しか も、会 計年 度任

用職 員は 、保育 士、 司 書、消 費生 活相 談員、 栄養 士など 、女 性が

多く を占 める専 門的 な 資格職 ほど 非正 規化が 進み 、会計 年度 任用

職員 にな ってき たの も 事実で す。 自治 体自体 がワ ーキン グプ アと

女性 差別 をつく り出 し てきた もの です 。本人 希望 で無期 雇用 の転

換を 図る など、 国や 自 治体が 率先 して 待遇改 善を 図るべ きだ と思

いますが、どうでしょうか。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 会 計 年度任 用職 員の 待遇改 善に ついて のお 尋ね

でご ざい ますけ れど も 、性別 にか かわ らず、 現在 、期末 手当 が支

給さ れて いる会 計年 度 任用の 職で ６か 月以上 の任 期とな る場 合に

つき まし ては、 令和 ６ 年度か ら新 たに 勤勉手 当が 支給さ れる こと

とな るた め、報 酬に つ いては 大幅 に待 遇改善 とな ること とな って

おり ます 。また 、正 職 員と同 様に 給料 表の改 定に よりま して 、令

和５ 年４ 月時点 と比 較 しまし て、 報酬 月額が 増額 される とい うこ

とに なっ ており ます 。 引き続 き国 の非 常勤職 員や 近隣他 市の 状況

を踏 まえ ながら 、必 要 に応じ て処 遇の 見直し を行 ってい きた いと

考えております。

○稲田議長 錦織議員。



○錦 織議 員 先 ほど 市 長の答 弁の 中に も就職 氷河 期、そ うい った

こと があ って、 そう い う人た ちの 雇用 も拾っ てき たんだ とい うふ

うな 、雇 用の機 会も 与 えたん だと いう ふうに おっ しゃい ます けれ

ども 、私 は、市 長は 問 題の本 質に 言及 するこ とを 避けて おら れる

とい うふ うに思 うん で す。こ の会 計年 度任用 職員 も、確 かに 先ほ

ど総 務部 長がお っし ゃ ったよ うに 、給 料表の 改定 や勤勉 手当 が支

給に なる など、 見直 し はされ てき てる んです けれ ども、 ３回 目の

更新 は公 募にな るな ど 、不安 定雇 用は 変わり ませ ん。日 本の ジェ

ンダ ーギ ャップ 指数 は 、２０ ２３ 年、 １４６ か国 中１２ ５位 と、

また 落ち 込み、 先頃 発 表され たＧ ＤＰ 国内総 生産 では、 日本 はド

イツ に抜 かれて ４位 と なりま した 。ジ ェンダ ーギ ャップ １４ 年連

続１ 位の アイス ラン ド をはじ め、 北欧 諸国な どの 女性の 社会 参加

とジ ェン ダー平 等の 進 んだ国 ほど 、１ 人当た りの ＧＤＰ は高 くな

って いま す。ジ ェン ダ ー平等 の推 進は 経済に もプ ラスに なっ てい

る。 その 点でも 、ぜ ひ 米子市 の雇 用の 在り方 を見 直して いた だき

たいと要望しておきます。

次 に、 ３つに は、 市 民に優 しい 行政 の在り 方に ついて です 。ま

ず、 高齢 化社会 に福 祉 有償運 送サ ービ スの確 保を 求めて 質問 いた

します。

こ の問 題につ いて は 、１２ 月議 会で 安達議 員が 質問さ れま した

が、 弓浜 地域の 利用 者 にとっ て、 通院 や買物 支援 など、 日々 の暮

らし に関 わる大 変重 要 な問題 であ り、 改めて 質問 をした いと 思い

ます 。１ ２月議 会の 福 祉有償 運送 サー ビスに つい ての質 問に 対す

る答 弁は 、介護 保険 や 障がい 福祉 サー ビス利 用者 は、ケ アマ ネや

相談 専門 員と相 談し て もらう 。４ 月以 降は今 後の 公共交 通の 在り



方、 福祉 と交通 政策 が 連携し て取 り組 むとい うこ とでし た。 実際

存続 の危 機に直 面し て いるＮ ＰＯ 事業 者がお り、 その事 業者 が廃

業し た場 合、そ れを カ バーす るた めに 現実問 題と しては どう いう

手だてがあるのか、米子市の考えについて答弁を求めます。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉有 償運 送を 利用さ れて いた方 の移 動手

段を カバ ーする ため の 手だて につ いて のお尋 ねで ござい ます が、

１２ 月議 会で御 答弁 さ せてい ただ きま したの は、 福祉有 償運 送の

事業 者が 事業を 終了 さ れた場 合、 その 利用者 のう ち介護 保険 や障

がい 福祉 サービ スを 利 用され てい る方 につき まし ては、 ケア マネ

ジャ ーや 相談支 援専 門 員に相 談し てい ただく こと でほか の福 祉サ

ービ スを 利用す るこ と により 通院 や買 物の支 援を 受ける こと がで

きる 場合 や、別 の事 業 者を紹 介し てい ただく とか 代替サ ービ スの

御提 案な どがで きる 場 合があ ると の趣 旨で答 弁し たもの でご ざい

ます。

一 方、 介護保 険や 障 がいサ ービ スを 受けて おら れない 方の 移動

手段 の確 保につ きま し ては、 福祉 施策 の視点 だけ でなく 、公 共交

通の 視点 も含め まし て 総合的 に取 り組 む必要 があ ると考 えて おり

ます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ れで は お尋ね しま すけ れども 、介 護保険 や障 がい

福祉 サー ビスを 受け て ない方 の移 動手 段の確 保に ついて 、現 在具

体的に何か動いておられるんでしょうか、答弁を求めます。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 介護サ ービ スを 利用さ れて おられ ない 方の



対応 につ いての 検討 状 況につ いて でご ざいま すが 、今現 在、 利用

者の 方か らのお 声と い います か、 御相 談とい うこ ともお 受け をし

てお りま して、 通院 の ための 移動 手段 という こと がなく なる とい

う方 が存 続を望 まれ る 声です とか 、今 後につ いて の御相 談と いう

ことはお受けしているところでございます。

地 域包 括支援 セン タ ーや利 用者 の担 当ケア マネ ジャー にお いて

御相 談を 受けた ケー ス もござ いま して 、また 事業 者へ訪 問も いた

しま して 、状況 など を まず把 握を して いった とこ ろでご ざい ます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 い ろい ろ な方の 声も 聞い ている とい うこと なん です

けど 、２ 月に行 われ た 福祉有 償運 送運 営協議 会に 出され た資 料を

ただ いま 議場配 付し て います ので 、見 ていた だき たいと いう ふう

に思います。

こ の１ １事業 所の 中 で９番 目の 事業 所、Ｉ 事業 所は、 利用 延べ

人数 で見 ていた だき ま すと 3,３ ９ ８ 人 と 圧 倒 的 に 利 用 者 が 多 く 、

輸送 単独 でされ てい る ＮＰＯ であ りま す。令 和５ 年度で はさ らに

増え て、 延べ 3,５ ０ ０ 人 と い う こ と で 需 要 も 増 え て いま すが 、そ

れで も運 営状況 は厳 し く、廃 業の 危機 に瀕し てい るとい うこ とで

す。

福 祉有 償運送 サー ビ スの多 くは 介護 保険等 の事 業者さ んで 、そ

の事 業所 トータ ルで そ の赤字 部分 を補 ってい ると いうの だろ うと

いう こと で、お 話は そ の担当 者か らお 聞きし まし た。し かし 、ど

れだ け多 くの利 用者 が 困るの か、 想像 してみ てい ただき たい とい

うふうに思います。

８ ０代 の利用 者Ａ さ んの声 を紹 介し たいと 思い ます。 Ａさ ん、



同じ 敷地 内に住 んで い た９０ 代の 兄弟 を数年 前に 亡くさ れま した

が、 Ｉ事 業所が なか っ たらと ても 最期 まで見 るこ とはで きな かっ

ただ ろう 。一緒 に病 院 に行き 、買 物に 行き、 タク シーだ とと ても

高く なる んで無 理だ っ た。こ れか らバ スの実 験も あると 聞く が、

どう して バス停 まで 歩 いてい くの か。 他の利 用者 さんも よっ ぽど

バス 停に 近い人 でな け れば利 用す るの は無理 じゃ ないか 。な くな

った らど うしよ うか と みんな 悩ん でい ると、 悲鳴 にも近 い訴 えを

されました。

１ ２月 議会で は、 米 子市の 役割 は福 祉有償 運送 運営協 議会 を主

催し 、事 業間の 調整 を 図るこ とと 答弁 されて おり ますが 、そ れだ

けで 米子 市の役 割が 果 たせる でし ょう か。米 子市 は、こ の利 用者、

市民の声に応えるべきだというふうに思います。

有 償運 送サー ビス の 事業者 の利 用料 の徴収 方法 は事業 者ご とに

違う よう ですけ れど も 、例え ば利 用料 はタク シー の料金 の５ 割が

限度 と決 められ てい ま す。今 後、 国交 省でタ クシ ー料金 の８ 割ま

でを 取っ てもよ くな る という 話も お聞 きしま すが 、具体 的な 通達

はあったのか、またいつからそれが始まるのかお尋ねします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 運送対 価の 引上 げにつ いて のお尋 ねで ござ

いま す。 令和５ 年１ ２ 月２８ 日に 、国 から各 地方 運輸局 宛て に通

知が 出て おりま して 、 運送対 価の 水準 につい ては これま での タク

シー 運賃 のおお むね ２ 分の１ の範 囲内 から約 ８割 に改正 され 、既

に適用されているところでございます。

福 祉有 償運送 事業 者 が利用 者か ら収 受する 対価 の具体 的な 設定

方法 等に つきま して は 中国運 輸局 から 公示さ れて おりま して 、本



市と いた しまし ても 登 録事業 所へ の周 知を図 りた いと考 えて おり

ます。

今 後の 変更の 時期 と いうこ とに なり ますが 、こ れは事 業者 によ

って 変更 される かど う かとい うと ころ は決ま って くると 思い ます

けれ ども 、本市 が事 務 局をし てお りま す先ほ どの 福祉有 償運 送運

営協 議会 を開催 いた し まして 、更 新の 手続を され る場合 は国 土交

通省 への 登録の 変更 が 必要と なり ます ので、 協議 が調っ た場 合は

運輸局へ申請をされるという流れになると思います。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ うし ま すと、 これ まで ５割だ った のが８ 割ま で上

げて もい いとい う可 能 性はあ ると いう ことな んだ と思い ます けれ

ども 、こ れ大体 、こ の 福祉運 送サ ービ ス利用 され る方、 高齢 者だ

とか 年金 生活者 だと か 、それ から 独居 の方が 多い という ふう に思

うん です 。もし 引き 上 げられ たら 利用 する人 が減 るので はな いか

と思いますが、どうでしょう。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 引上げ につ いて 、利用 者が 減るで はな いか

とい うお 尋ねで ござ い ますが 、今 回の 改正に より まして 、運 送対

価の 変更 を行う かど う かは各 事業 所の 判断に なる ところ でご ざい

ます。

運 送対 価の引 上げ は 利用者 に影 響す る面も 少な くない と思 われ

ます けれ ども、 具体 的 な影響 の程 度は 不明で ござ いまし て、 ここ

ではお答えはできないところでございます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 具 体的 な 影響の 程度 は不 明だと いう ふうに おっ しゃ



って ます けど、 利用 者 にとっ て利 用料 が現状 の５ 割から 例え ば８

割に 引き 上げれ ば、 利 用減に なる とい うのは 容易 に想像 でき ると

いう ふう に思い ます 。 簡単に 値上 げで きない のが 、日頃 から 利用

者をよく知る事業者だというふうに思うんです。

そ れで 、お尋 ねし ま すけれ ども 、米 子市は 市長 も随分 頑張 られ

てフ レイ ル対策 を強 化 してお りま す。 フレイ ル予 防のチ ェッ クリ

スト には 、日用 品の 買 物をし てま すか 、預貯 金の 出し入 れを して

ます か、 友達の 家を 訪 ねてい ます か、 昨年と 比べ て外出 の機 会が

減っ てい ますか など と いう項 目が あり ます。 米子 市がこ のま ま今

の事 態を 放置す るな ら 、こう した フレ イル強 化方 針とも 矛盾 する

のではないでしょうか、答弁を求めます。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 フレイ ル対 策と の矛盾 する ではな いか との

お尋 ねで ござい ます が 、買物 や地 域活 動への 参加 など、 外出 の機

会を 多く 持つこ とは フ レイル 予防 のポ イント でご ざいま すけ れど

も、 外出 の機会 は福 祉 有償運 送を 利用 するこ とだ けで確 保さ れる

もの では ござい ませ ん ので、 地域 での 様々な 活動 や支え 合い の取

組の 中で 地域の 人々 と 関わる 機会 を確 保して いた だくこ とが 大切

だと考えております。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 外 出の 機 会が福 祉有 償運 送を利 用す ること だけ じゃ

ない とい うふう に、 今 そうい うふ うに おっし ゃい ました 。も ちろ

んそ れは そうだ と思 い ます。 いろ んな 方法で 、タ クシー 使っ たり

とか 家族 、親戚 など に 連れて いっ ても らった りと いうこ とも もち

ろん 当然 あると 思い ま す。し かし 、弓 浜地区 は、 米子市 全体 が高



齢化 率が ２ 6.何 ％ だ と 思 う ん で す け ど も 、 大 体 弓 浜地区 とい うの

は４ ０％ 前後と いう こ とで、 非常 に高 齢化率 高い んです ね。 だか

ら、 地域 の支え 合い と いうこ とに 依拠 すると いう ことに して もね、

私とても厳しいんじゃないかというふうに実情は思います。

そ れで 、フレ イル 予 防もし てい れば 、年齢 を重 ねれば やが て免

許証 を返 納した り、 そ れから 歩行 が困 難にな る。 バスな どの 公共

交通 も利 用しに くく な るとい うこ とは 仕方が ない ことだ と思 いま

す。 医療 や介護 では カ バーで きな い、 公共交 通で はカバ ーで きな

い、 そう した隙 間の サ ービス がこ の福 祉有償 運送 だとい うふ うに

思います。

ケ アマ ネや相 談支 援 専門員 で解 決で きる問 題で はあり ませ ん。

米子 市は 、福祉 有償 運 送サー ビス の事 業所廃 業に 対する 、私 、危

機感 がな いんじ ゃな い かとい うふ うに 思いま す。 これ 3,５ ０ ０ 人

ぐ ら い の 方 、 延 べ で す け ど ね 、利 用さ れてる 。こ れがこ っぽ りな

くなったら、なかなかカバーするというのは難しいと思います。

将 来的 には、 各中 学 校区、 校区 ごと にこう した サービ スが 必要

にな って くるん じゃ な いかと いう ふう にも考 えま す。米 子市 が介

護の ため 、制度 とし て 緊急に も支 援を 検討す べき だとい うふ うに

考えますが、市長の答弁を求めます。

○稲田議長 八幡総合政策部長。

○八 幡総 合政策 部長 福祉有 償運 送サ ービス に対 する補 助な どの

御意 見に ついて でご ざ います けど も、 まずは っき りと申 し上 げた

いの は、 福祉サ ービ ス が適用 され る高 齢者な どの 福祉有 償運 送に

つい ては 、これ はや っ ぱりケ アマ ネジ ャー等 が対 象者の サー ビス

を確保すべき課題であると、そういうふうに考えております。



そ れで 、サー ビス 対 象者を 施設 利用 者に限 定し ない福 祉有 償運

送に つい ては、 そこ は 議員お っし ゃる ように 移動 制約者 にと って

大切 な輸 送サー ビス で ある一 方、 この たびの 議論 でも明 らか にし

てい ただ きまし たけ ど も、こ れま では 運賃上 限が タクシ ーの 約５

割と 、そ ういう ふう に 設定さ れて いた ために 、事 業の採 算性 の確

保には課題があるというふうに言われてきております。

し かし ながら 、こ の たびの 改正 、具 体的に はタ クシー 料金 の８

割の 引上 げとい うこ と につき まし ては 、これ は事 業採算 性の 改善

に向 けた 見直し であ る という ふう に私 ども承 知し ており まし て、

現時 点に おきま して は 今後の 動向 とい うのを 注視 してい きた いと

いうふうに考えているところでございます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 こ れか ら 高齢化 社会 で、 ドア・ ツー ・ドア のサ ービ

スと いう のは絶 対に こ れ必要 だと いう ふうに 思い ます。 一日 も早

く検討に入られるよう求めたいと思います。

次 に、 混合粗 大ご み の取扱 いに つい て移り ます 。米子 市は 、２

０２ ２年 に、ソ ファ ー やベッ ドな ど混 合粗大 ごみ の特別 収集 につ

いて 実証 事業を いた し ました 。そ れは 、令和 元年 度に実 施し た市

民ア ンケ ートで 、混 合 粗大ご みを 出す に当た り、 分解や 切断 がで

きな いた め困っ てい る と回答 した 人が 最も多 く３ ５％、 そし て今

後必 要な 市の取 組に つ いても 、分 解が 困難な ごみ の特別 収集 と回

答し た人 が最も 多く ４ ６％い たこ とか ら市民 ニー ズが高 い現 状と

判断 した こと及 び災 害 廃棄物 等の 減量 化の観 点か らも、 現況 のご

み処理における課題の一つとして実証事業をしたものです。

ま ず、 実証事 業の 内 容はど うい った ものだ った のかお 尋ね しま



す。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 令 和４ 年度 に行い まし た混合 粗大 ごみ

のご み処 理実証 実験 の 内容に つい てで ござい ます けれど も、 先ほ

ど議 員お っしゃ いま し たよう に、 市民 ニーズ 、処 理費用 、搬 入手

続の 安全 性など につ い て検証 をす るこ とを目 的と して実 施し たも

ので ござ いまし て、 実 施の方 法は 、排 出者が 混合 粗大ご みを 自力

でク リー ンセン ター 敷 地内の スト ック ヤード に搬 入し、 それ を民

間の 処理 業者に 委託 し て処理 いた しま した。 実施 期間は 、令 和４

年１ ０月 ５日か ら令 和 ５年の ３月 ３１ 日まで の約 ６か月 間で ござ

いま す。 実施対 象地 区 は、ク リー ンセ ンター 周辺 地域の 加茂 、河

崎、 夜見 地区で ござ い ました 。収 入は 、排出 者が 負担す る処 理手

数料 で１ ０キロ グラ ム 当たり ３８ ５円 、合計 で５ ８万 5,５ ８ ５ 円

で ご ざ い ま し た 。 一 方 、 支 出 は混 合粗 大ごみ の収 集運搬 ・処 理の

委託 に係 る経費 でご ざ いまし て、 ２５ １万 9,０ ０ ０ 円 で ご ざ い ま

した。以上です。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 分 かり ま した。 それ で、 今年２ 月の 民生教 育委 員会

で、 この 実証事 業の 結 果、当 初の 予測 より事 業経 費がか かる とい

うこ とで 、米子 市直 営 では行 わず に、 市内の 民間 事業者 を紹 介す

ると いう ことな どが 報 告され まし た。 実証事 業を 利用し た市 民の

アン ケー トには どの よ うな意 見、 感想 があっ たの かお尋 ねし ます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 実 証事 業を 利用し た際 の市民 アン ケー

トに おけ る意見 と感 想 につい てで ござ います けれ ども、 今ま で分



別で きな いので 放置 し ていた 、あ るい は混合 粗大 ごみを 捨て たこ

とは なか ったと 回答 さ れた方 が全 体の 約５０ ％、 混合粗 大ご みの

処分が難しい実態があることが確認できました。

ま た、 本事業 に対 す る評価 とし ては 、助か った 、ある いは よか

った 、処 理料金 は適 切 である 、今 後全 市で実 施し てほし い、 また

処理 方法 は持込 み方 式 でよい とい う回 答が多 かっ たと認 識し てお

ります。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 市 民の 皆 さんか らは 期待 する声 、よ かった とい う声

が多 かっ たと思 いま す 。そし て、 民生 教育委 員会 の翌日 には 第２

回米 子市 廃棄物 減量 等 推進審 議会 が開 かれま した が、報 告と 方針

を受 けた この委 員か ら は、こ れで は２ 年間審 議会 は何を して きた

のか と市 民に言 われ る んじゃ ない か、 混合粗 大ご みは議 論し てき

たの に後 退した 気が す る、災 害ご みは 減らす とい う目的 はど うな

った のか 、民間 はな ぜ 安いの か、 処理 や環境 問題 が心配 だ、 市民

にと って は今ま でと は 変わら ない 、鳥 取市は 玄関 まで取 りに 来て

るの にな どと、 まさ か のゼロ 回答 に多 くの発 言が あり、 委員 さん

の落胆の色が濃かったというふうに思いました。

つ まり 、検討 した け れども 、１ ００ ％自己 責任 でやれ とい う方

針で す。 当初検 討し て いた米 子市 直営 はでき ない として も、 米子

市が 利用 料を一 部補 助 するな ど、 仕組 みを検 討し なかっ たの かど

うか、答弁を求めます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 混 合粗 大ご みの処 理に 係る市 の補 助や

負担 につ いての お尋 ね でござ いま すけ れども 、こ れにつ きま して



は、 混合 粗大ご みの 処 理手数 料に つい ては、 原価 相当額 とす ると

いうことが適当であると考えて設定したものでございます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 適 当で あ るとい うふ うに 考えた とい うのは ちょ っと

驚き まし たです けど 、 まず、 なぜ 鳥取 市でで きて 米子市 では でき

ない のか と、民 間業 者 に委託 して でも できな いの かとい うこ とに

ついてはどうでしょうか。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 な ぜ鳥 取市 ででき て米 子市で はで きな

いの かと いうお 尋ね で すけど も、 これ 重ねて の御 答弁に なり ます

けど も、 混合粗 大ご み の処理 手数 料に ついて は原 価相当 額が 適当

であ ると 考えて おり ま して、 一般 収集 の家庭 ごみ と異な りま して、

排出 量が 家庭に よっ て 相当違 いが ある という 特性 から、 受益 者負

担の 公平 性を考 慮い た しまし て、 原価 相当を 負担 してい ただ くこ

とが適当と考えているものでございます。以上です。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ うい う 本当に 市民 に近 いごみ 処理 なので 、本 当に

もう少し考えていただきたいなというふうに思います。

令 和１ ４年度 供用 予 定の西 部広 域の 不燃物 処理 場、こ こで の大

型、 こう したご みの 取 扱いに 関し ては 確定し てる んでし ょう か。

混合ごみです。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 鳥 取県 西部 広域行 政管 理組合 が整 備す

る一 般廃 棄物処 理施 設 におけ る混 合ご みの処 理の ことで ござ いま

すけ れど も、当 該施 設 の具体 的な 整備 内容の 詳細 は、今 後用 地の



確定 後に 行うこ とと な ります 施設 詳細 設計の 中で 確定す るこ とと

なり ます けれど も、 現 在の整 備構 想の 中では 、可 燃ごみ 処理 施設

及び 不燃 ごみ処 理施 設 を隣接 させ て一 体化す るこ とで、 混合 ごみ

の処理を行う計画となっております。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 事 前に は まだ分 から ない という よう なこと でし たで

すけ れど も、米 子市 民 にはぜ ひそ のと きまで は待 ってく ださ いと、

１０ 年ぐ らい先 にな り ますけ れど もね 。市民 生活 に一番 近い ごみ

問題 、私 は審議 委員 さ んから 、米 子市 は市民 に愛 がない とい うふ

うに 言わ れてし まっ た んです 。も っと 市民の 要望 に応え られ る行

政で ない といけ ない と 思いま すが 、市 長、再 度検 討すべ きで はな

いでしょうか、答弁を求めます。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 混合 粗 大ごみ の扱 いに つきま して は、先 ほど 担当

部の 次長 のほう から お 答えし たと おり であり ます 。何も しな いと

いう こと ではな いと い うふう に我 々は 思って おり まして 、幸 いに

も市 内に 処理が でき る 民間事 業者 が２ 業者い らっ しゃい ます 。鳥

取市 さん のこと も御 質 問あり まし たん で私少 し調 べてみ まし たけ

ど、 鳥取 市さん も結 局 民間事 業者 に委 託して 処理 をして おら れま

す。 例え ばスプ リン グ マット です と１ つ 3,０ ０ ０ 円 と か 、 結 構 な

金 額 の 負 担 だ な と い う ふうに 思い ます 。そう いっ たこと をや って

おら れま すので 、米 子 市とし て一 番今 取れる 、つ まり市 民の ニー

ズに 応え れる選 択肢 は 何かと いう ふう に考え たと きに、 わざ わざ

クリ ーン センタ ーに 持 ってき てい ただ くので はな くて、 直接 事業

者の ほう に電話 かけ て いただ いて 、も ちろん 事業 者に持 って いけ



る方 は持 ってい って い ただく 、持 って いける 方で ない方 につ きま

して は事 業者の ほう に 収集を 依頼 して いただ く。 もちろ ん有 料と

いう こと にはな るわ け であり ます けど も、現 状の 体制と して はそ

れが 一番 合理的 だろ う という ふう に考 えて、 そう いった 御案 内で

すね 、こ ういっ たと こ ろに御 連絡 いた だけれ ば処 理でき ます よと

いう 御案 内の部 分は こ れから 充実 とい いまし ょう か、し っか り市

民の 方に 周知し てい き たいと 、こ のよ うに考 えて いると ころ でご

ざいます。以上です。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 災 害廃 棄 物の減 量化 のこ とにつ いて もね、 大体 どう

する のか という こと で 、この 事業 され たわけ です よね、 実証 事業

もね 。そ れがち ょっ と 後方に 追い やら れてし まっ ている とい うの

は否 めな いと思 いま す し、や っぱ り今 、副市 長さ んおっ しゃ いま

した けれ ども、 こう し たごみ の減 量化 だとか 、市 民とし ては すご

い頑 張っ てるわ けで す よ。だ から 、そ こで１ ００ ％市民 負担 でや

りな さい という ふう な ことで は、 私は ちょっ とい けない とい うふ

うに思います。

４ つ目 には、 安全 な 暮らし と環 境を 守るた めに 、次の ２点 につ

いて質問をいたします。

ま ず、 西部広 域一 般 廃棄物 処理 場、 この計 画の 用地選 定に つい

てで す。 昨年８ 月１ ０ 日に提 出さ れた 彦名連 合自 治会の 要求 書へ

の対 応と して、 これ ま で意見 調整 委員 会の双 方か らの聞 き取 りが

４回 行わ れまし た。 幾 つかの 反対 理由 が上げ られ ていま すが 、一

番は 用地 選定に 対す る 公平性 の疑 義で す。用 地選 定委員 会の 評価

がな ぜ最 終で逆 転し た のか、 納得 でき ないと いう もので す。 選定



委員 に米 子市連 合自 治 会長が 入っ てお られま した が、県 地区 の連

合自 治会 長も兼 務し て おられ 、令 和４ 年１２ 月２ ３日に 、県 地区

１７ 名の 自治会 長の 連 名の候 補地 撤回 の要望 書を 米子市 に提 出し

てお られ ます。 用地 選 考委員 会設 置条 例施行 規則 第４条 第４ 項、

会議 の議 事に利 害関 係 を有す る委 員は 、その 議事 に加わ るこ とが

でき ない として いま す 。私は 、こ の規 則に抵 触す ると考 えま すが、

市長の見解を求めます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 県 地区 の自 治連合 会長 様の件 でご ざい

ます けれ ども、 こち ら につき まし ては 鳥取県 西部 広域行 政管 理組

合で 判断 される べき 事 項であ りま して 、お答 えす ること は適 当で

ないと考えます。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 西 部広 域 のこと だか らと 、判断 する ことは でき ない

とい うふ うに述 べら れ ました が、 米子 市が西 部広 域に新 山・ 陰田

町地 区、 県・尾 高地 区 、彦名 地区 の３ か所を 用地 候補地 に挙 げた

とい う米 子市に はや っ ぱり責 任が ある んです ね。 用地選 定委 員か

ら外 す必 要があ った と 思いま す。 私は 、その くら い米子 市は 慎重

にする必要があったということだと思います。

市 長は 、現時 点で 米 子市連 合自 治会 長が利 害関 係を有 する 委員

という認識は一般的にあると思われますか、お尋ねします。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 この 問 題につ きま して は、先 ほど お答え した とお

りで あり ます。 西部 広 域行政 管理 組合 の条例 であ ります し、 その

規定 の解 釈、そ して 用 地選定 その もの が西部 広域 行政管 理組 合の



事務 とし て行わ れて る という こと であ ります 。こ こは米 子市 議会

の議 場で ござい ます の で、こ こに 一般 論も含 めて 見解を 申し 上げ

ることは控えたいと思います。以上です。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 一 般論 と しても 申し 上げ られな いと いうこ とで すが、

そも そも 用地選 考委 員 会の委 員に なっ てはい けな い人選 です 。議

決の 日に 欠席す れば い いです よと いう ことで はな く、議 事に 加わ

るこ とが できな いと い うこと です 。議 事とは 、広 辞苑で は会 合し

て相 談す ること 。ま さ に会合 に出 て議 事に参 加し たとい うこ とが

問題 なん です。 当該 の 自治会 長が 意図 的では なか ったと して も、

実際 には 設置条 例施 行 規則違 反で す。 再度用 地選 定をや り直 せと

いう彦名地区の主張には、合理性があります。

一 方で 、県・ 尾高 地 区の環 境を 守り たいと いう 訴えも 切実 です。

禍根 が残 らない よう 、 用地選 定の やり 直しを すべ きと考 えま すが、

市長どうでしょう。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 重 ねて のお 答えに なり ますけ れど も、

そち らの 用地選 定委 員 会のや り直 しの ことに つき まして も、 鳥取

県西 部広 域行政 管理 組 合で判 断さ れる べき事 項で ありま して 、お

答えは控えさせていただきたいと思います。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 市 長は 、 広域で 意見 を言 うこと はで きるは ずで す。

ここは禍根を残さないよう、やり直すことが大事です。

次 に、 一般廃 棄物 最 終処分 場の 問題 ですが 、環 境省は 、昨 年４

月に 実施 した次 期廃 棄 物処理 施設 整備 計画案 に対 するパ ブコ メで、



ごみ 排出 量が減 少し た 場合、 最終 処分 場の使 用年 数はど う変 化す

るの かと いう意 見に 対 して、 人口 減少 に伴い 、ご みの総 排出 量も

減少 する 傾向。 今後 も 廃棄物 の発 生量 は減少 して いく見 込み であ

る。 埋立 処分量 の減 少 に伴い 、最 終処 分場の 残余 年数は 横ば いか

ら増 加傾 向であ り、 令 和３年 度時 点で ２ 3.５ 年 と 回 答 し て い ま す。

淀 江 の 最 終 処 分 場 の 埋立処 分量 は、 平成７ 年が マック スで ２万

９５ ５トン だったも のが 、どん どん減っ てきて 平成 ３０年に は 3,

７ ８ １ ト ン 、 令 和 元 年 か ら は 境 港 の 事 業者へ の委 託も始 めま した

が、 この 時点で も合 計 で 3,４ ５ ７ ト ン と 激 減 し て い ま す 。 現 状 ど

おり 一部 を民間 事業 者 に委託 し続 けた 場合、 淀江 一般廃 棄物 最終

処分場の残余年数は何年の予測か、答弁を求めます。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 淀 江町 の一 般廃棄 物最 終処分 場の 残余

年数 でご ざいま すけ れ ども、 リサ イク ルプラ ザか ら排出 され る不

燃残 渣の うちプ ラス チ ックを 主と する もの及 び境 港市リ サイ クル

セン ター から排 出さ れ る不燃 残渣 のう ち５０ ％は 民間事 業者 で処

理し てお りまし て、 残 り５０ ％に つい て淀江 町の 一般廃 棄物 最終

処分場で埋立処分を行っております。

そ の処 理を継 続し た 場合の 最終 処分 場の残 余年 数は８ 年間 で、

令和 １３ 年度末 まで 埋 立可能 と想 定し ている と西 部広域 行政 管理

組合から伺っております。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 １ ４年 の 供用開 始に 合わ せた答 弁だ ったと いう ふう

に思います。

次 期計 画で一 般廃 棄 物最終 処分 場で 埋め立 てる ものは 何か お尋



ねします。

○稲田議長 長谷川市民生活部次長。

○長 谷川 市民生 活部 次 長 次 期一 般廃 棄物最 終処 分場で 埋め 立て

る対 象物 でござ いま す けれど も、 中間 処理施 設か ら排出 され る不

燃残 渣及 び主灰 、飛 灰 を埋立 対象 とす る予定 と同 組合か ら伺 って

おります。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 主 灰、 飛 灰は埋 め立 てる という 計画 ですね 。公 表に

より ます とクロ ーズ ド 型で整 備す ると いうこ とな んです が、 そう

する と、 主灰、 飛灰 埋 立ての 場合 は、 最低必 要敷 地が 6.３ 平 方 メ

ー ト ル 、 埋 め 立 て な い 場 合 は 2.３ 平 方 メ ー ト ル で す 。 事 前 に お 聞

き し まし たら、 主灰 、 飛灰の 埋立 ては 一応埋 める という こと には

して るん だけど 確定 は してな いと いう ふうに お聞 きした んで すよ

ね。 必要 敷地も 埋め る と埋め ない とで は４万 平方 メート ルも 違い

があ りま す。そ して 、 主灰、 飛灰 を埋 め立て る場 合、今 やろ うと

して る埋 め立て る場 合 は、米 子市 は現 在、全 量主 灰、飛 灰を 市外

でセ メン ト原材 料化 し ていま す。 他の 自治体 もセ メント 原材 料化

して いる 自治体 が多 い んです けれ ども 、埋め 立て ればリ サイ クル

率が 下が ってし まい ま す。埋 立て の有 無や再 資源 の方針 もま だし

っか り決 定して いな い のに、 これ を陰 田に造 ると いうん でし ょう

か。 陰田 町の皆 さん も 本当に 苦し んで おられ ます 。声も 聞き まし

た。 彦名 地区の 中間 処 理施設 が進 まな い場合 に、 新山・ 陰田 の最

終処分場計画だけを先行するということはあるのか伺います。

○稲田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 まず 、 主灰、 飛灰 の埋 立てに つい てのこ とで あり



ます 。議 員おっ しゃ っ たとお り、 多く の自治 体で リサイ クル とい

う形 でコ ンクリ ート 原 料、も う一 回焼 いてコ ンク リート の原 料に

するということが行われております。

そ のた めに実 は県 外 にかな りの 長距 離運送 して 、そし て相 当の

エネ ルギ ーを使 って そ れをも う一 回焼 くとい う工 程を経 てリ サイ

クル とい うのを して る わけで あり ます が、こ れが 本当に 持続 可能

性が ある やり方 かど う か、あ るい は西 部広域 行政 管理組 合の 施設

が予 定ど おり完 成し ま すと令 和１ ４年 度から 稼働 するこ とに なり

ます ので 、その 時点 で 確実に 県外 で処 理でき ると いう保 証が ある

かど うか 、こう いっ た ことを しっ かり 見極め なけ ればな りま せん。

そう いっ た意味 で、 現 時点に おい ては 主灰、 飛灰 も埋め 立て ると

いう こと を想定 した 施 設を想 定し て計 画を進 めて いくと いう こと

が妥 当だ ろうと いう ふ うに考 えて いる という こと は申し 上げ てお

きます。

そ して 、後段 の進 ま ない場 合は とい うと全 く仮 定の問 題で あり

ます し、 その場 合の 対 応につ いて は西 部広域 行政 管理組 合で 検討、

判断 する べき事 項で あ ります ので 、こ の議場 で私 どもの ほう から

お答えすることは適当でないと考えます。以上です。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 大 体各 自 治体で のご みの 減量化 計画 という のも まだ

ちゃ んと できて ない ん です。 方針 もは っきり 決ま ってな いの に、

新山 ・陰 田の買 収や 地 域振興 策な どが 先行す ると いうの は、 私本

当に おか しいと 思い ま す。ご みの 減量 化・再 資源 化計画 のほ うが

先で はな いので しょ う か。政 府も 、ご み減量 化、 再資源 化で 民間

活力 をや れと言 って い ます。 大変 不十 分なま ま進 めるの では なく、



計画 は凍 結すべ きだ と いうこ とを 申し 上げて 、最 後に米 子バ イオ

マス発電所について質問いたします。

石 炭と バイオ マス 燃 料の混 焼を して いる愛 知県 武豊火 力発 電所

で、 １月 ３１日 に木 質 ペレッ トを 貯蔵 するバ ンカ ー付近 で爆 発し、

鎮火 の後 、２月 １日 に もベル トコ ンベ ヤーで 発火 すると いう 事故

が発 生し ました 。幸 い けが人 は出 てい ません が、 全国で は２ ０２

３年 だけ でも１ 月の 袖 ケ浦、 ３月 の舞 鶴、５ 月、 ９月の 米子 バイ

オマ ス発 電所の 火災 ・ 爆発事 故が 相次 いでい ます 。昨年 ９月 の米

子バ イオ マス発 電の 爆 発事故 を重 く見 た経産 省も 、この 事故 調査

委員 会の 外部オ ブザ ー バーと して 原因 究明に 参加 してい ます 。発

電所 内の 調査報 告は ３ 月中旬 にさ れ、 事故調 査委 員会も ３月 に第

３回目を開催するというスケジュールとなっています。

そ こで 、原因 究明 や 今後の 見直 しに ついて です が、地 元住 民の

間か ら、 このま ま操 業 しない でほ しい という 声と ともに 、調 査が

終わ れば ６月頃 にで も 再稼働 する ので はない かと いう不 安の 声も

お聞きしました。

住 民合 意がな い限 り 再稼働 はし ない という こと を米子 市と して

も住 民の 皆さん に約 束 してい ただ きた いと思 いま すが、 市長 どう

でしょう。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 住 民合意 がな い限 り再稼 働は しない とい うこ

とを 住民 の方に 約束 を してほ しい とい うこと でご ざいま すが 、昨

年９ 月９ 日に発 生い た しまし た爆 発を 伴いま す火 災事故 を受 けま

して 、事 業者は 操業 を 停止し 、原 因究 明と再 発防 止の検 討を 進め

られ てお るとこ ろで ご ざいま す。 現時 点では 、先 ほどお っし ゃら



れま した けど、 ６月 頃 という よう な再 稼働の 時期 等につ いて は全

く伺ってはおりません。

ま た、 本市か らは 、 事業者 に対 しま しては 既に 火災な どの 事故

原因 の究 明を行 い、 再 発防止 策を 確実 に実施 する ことで あり ます

とか 、事 故とそ の後 の 対応状 況に つい て地域 住民 への説 明を 行い、

信頼 回復 に努め るこ と などを 申し 入れ ており まし て、誠 実に 対応

されるものと考えております。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 分 かり ま した。 住民 の納 得なし には 再稼働 はし てな

らないというふうに思います。

ま だ調 査結果 の報 告 は出て いま せん が、大 型バ イオマ ス発 電所

の火 災事 故に共 通す る のは、 ボイ ラー の爆発 では なくて 原料 の木

質ペ レッ トにあ るの で はない かと 言わ れてい ます 。一定 数量 以上

の木 質ペ レット は、 消 防法上 の指 定可 燃物と して 取り扱 われ てい

ます 。西 部広域 行政 管 理組合 火災 予防 条例第 ３４ 条第５ 項で は、

再資 源燃 料のう ち廃 棄 物固形 化燃 料そ の他の 水分 によっ て発 熱ま

たは 可燃 性ガス の発 生 のおそ れの ある ものを 貯蔵 し、ま たは 取り

扱う 場合 に、適 切な 水 分管理 や温 度管 理を求 める ととも に、 第５

項ウ では 、３日 を超 え て集積 する 場合 におい ては 、発火 の危 険性

を減 じ、 発火時 にお い ても速 やか な拡 大防止 の措 置を取 るこ とが

でき るよ う、５ メー ト ル以下 の適 切な 集積高 とす ること とし てい

ます。

米 子バ イオマ ス発 電 は、木 質ペ レッ トを４ つの 大型サ イロ に入

れて 蓄積 してい ます が 、この サイ ロは 優に３ メー トルを 超え る高

さで すが 、この 火災 予 防条例 第３ ４条 に違反 して いるの では ない



かと思いますが、答弁を求めます。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 火 災予防 条例 の基 準を満 たし ている かと いう

こと でご ざいま す。 火 災事案 につ きま しては 、消 防局が 火災 予防

条例を含む関係法令に基づき対応されるべきものでございます。

消 防局 により ます と 、米子 バイ オマ ス発電 所で 使用し てお りま

す木 質ペ レット は木 く ずを圧 縮し て固 めたも ので ござい まし て、

火災 予防 条例第 ３４ 条 第１項 第５ 号に 規定す る再 生資源 燃料 のう

ち、 廃棄 物固形 化燃 料 その他 の水 分に よって 発熱 または 可燃 性ガ

スの 発生 のおそ れが あ るもの には 当た らない もの と伺っ てお りま

す。

○稲田議長 錦織議員。

○錦 織議 員 そ れは 科 学的事 実の 誤認 だとい うふ うに思 いま す。

木質 ペレ ットは 、水 分 によっ て発 熱し 、可燃 性ガ スを発 生す るお

それ のあ る燃料 です 。 ですか ら、 昨年 ３月に 火災 事故を 起こ した

舞鶴 市の バイオ マス 発 電所の 火災 に関 しては 、関 西電力 が１ ２月

２３ 日に 調査結 果と 対 応につ いて 文書 を出し てい ます。 ホー ムペ

ージ にも 載って いま す が、原 因に つい ては、 本件 はバイ オマ ス燃

料が 発酵 ・酸化 によ り 発熱・ 発火 に至 るメカ ニズ ムの認 識不 足に

より バイ オマス 燃料 の 管理方 法が 不適 切であ った こと、 燃料 の監

視制 度及 び防火 対策 運 用のル ール が不 十分で あっ たこと が原 因で

ある と考 えてい ます 、 このよ うに 述べ ていま す。 米子バ イオ マス

発電も、事業者の認識不足だったのではないかと思われます。

鳥 取県 は、バ イオ マ ス発電 所の こう した事 故に 伴って 、ま た大

気汚 染、 騒音な どの 周 辺環境 の影 響が 懸念さ れる 事例が 発生 して



ることから、このたび条例の改正もいたしました。

○稲田議長 終了してください。

○錦織議員 はい、以上です。


